
 

 

＜第３９９８回＞              

目的地：大国見山 ( 天理 )    

担当者：時本長裕 

実施日：2020年 2 月 9 日 ( 日 )  

形 式：初級ハイキング 

費 用：\1,280.(鶴橋駅～天理駅 \640.(往復)) 

参加者：22名 

足立俊瑞・茨木宏治・今中良和・今道晴雄・大貫晃・川口貴史・後藤重雄・鹿田裕子・柴﨑美登里・

島崎美奈子・高岡英次・辻井清子・富平一雄・新里美和・福西加代子・松岡康文・森田千幸・ 

山内一史・山本勉・山本右子・横山寿美・時本長裕 

天 気：晴れ  

行 程：  

鶴橋駅(8:38)＝ ( 快速急行 )⇒(9:03) 大和西大寺駅(9:04)＝ ( 急行 )⇒(9:22) 近鉄天理駅 [ 約

60m](9:32)→(10:10) 石上神宮 [ 約 100m](10:20)→(11:08) 桃尾ノ滝[230m](11:24)→(12:15)大国見

山[498m](13:02)→(14:20)ティータイム(15:00)→(15:55)近鉄天理駅＝ ( 近鉄 )⇒ 鶴橋駅 

感 想：  

天理駅からアーケードのある商店街を抜け、天理教本部の建物を拝観した後、石上神宮にやってき

ました。石上神宮は歴史の古い古事記や日本書紀にも出てくる由緒ある神宮で、ヤマト朝廷の武器庫

としての役割もあったと言われていますが、現在では庭先で色とりどりの鶏が迎えてくれる観光スポ

ットとなっています。石上神宮で参拝すると共に小休止しました。 

 今回の行程は、舗装道を歩くことが多く、天理駅から約 5km 歩いた国道から脇道に入ってしばらく

のところからようやく登山道になり、登山道を登り始めてすぐ右手に桃尾の滝が見えてきました。桃

尾の滝は、落差 23m の里山にあるにしては立派な滝です。ここで、滝が全て写るように皆さんに左右

に分れていたただき、集合写真を撮影しました。滝は水量が豊富で近づくと冷気を感じました。撮影

時最後列の方は、寒い中背中に更に寒さを感じられたと思います。お疲れ様でした。 

 桃尾の滝出発後、山本さんが、近鉄てくてくマップに記載されている「あみだ摩崖仏」を見に行こ

うと言われたので、平坦な脇道を100mほど歩き見学に行きました。今回の行程は、あまり大きくはあ

りませんが石仏がところどころにあり、昔から営まれてきた生活や信仰の厚みを感じました。そのあ

と、大親寺に立ち寄り小休止した後、大国見山に向かいました。 

 大親寺～大国見山間は最初の傾斜はそれほどではありませんが、頂上直前では500m級の山とは思え

ないほどの急傾斜です。柴﨑さんは、「最初はダラダラした登りで、頂上までそのまま行くと思って

いたけど、最後に急登で帳尻を合わせる山だね。」と言われていましたがそのとおりと思います。大

国見山頂上に到着したときは既に 12:00 を過ぎていましたので、ランチタイムとしました。ただ、気

温が低く、ときおり僅かですが粉雪が舞う状態で寒いため、頂上を外して少し下で食事をとられてい

る方もいらっしゃいました。そのような寒い中、島崎さんには準備しておられた豚汁を作っていだき

ました。準備も大変ですし担ぎ上げるのも重かったことでしょうし、調理も寒かったので大変だった

と思います。調理は、福西さんにも手伝っていただきました。寒い中、お疲れ様でした。寒さが厳し

いだけに、温かい豚汁は更に価値があり、体が温まるとともに美味しくいただきました。ありがとう

ございました。 

大国見山頂上は見晴らしが良く、大和盆地が眼下に広がっており、その向こうに生駒山系が当日の

天気を反映して少しぼんやりと横に連なっていました。昼食後、大和盆地や生駒山系を背景に集合写

真を撮影しました。大国見山は登るときも下るときも急傾斜の区間は同じ道で、参加された人は登る

ときよりも下りの方が慎重でした。無事下山後、岩屋町の集落付近を歩いていると、結構な数の梅の



 

 

花が咲いている木を見つけました。梅の花がこれだけたくさん咲いているのを見たのは今年初めて

で、皆さんは立ち止まって一足早い梅の花を撮影されたり鑑賞されていました。 

 天理市街に入る前に、デザートタイムとしました。クッキー、チョコレート、キンカン、その他い

ろいろの差し入れありがとうございました。豊富な量をいただいただけに満足しました。また、山頂

より低いだけに寒さがましとなっていたことも良かったです。皆さんがたくさんいらっしゃった場所

と少し離れたところでは、大貫さんに、茨城産の「紅ハルカ」の平干しを焼いていだきました。まろ

やかで控え目な甘さでおいしく、寒い時期だけに温かいのも良かったです。ありがとうございまし

た。 

 デザートタイム終了後、天理駅まで再び往路に通った商店街を歩きました。後藤さんは、帰り道

で、朝マスクを売っている店を見つけたと言われましたので、探しながら歩いたのですが、見つかり

ませんでした。多分早々と店じまいしたのでしょう。もっとも売っていたとしても、どの店舗に行っ

てもマスクが品切れとなっている現在の状況で販売していることを考えると高額だった可能性はあり

ますので、あきらめがつきますね。当日は、寒い中、舗装道路が多い行程の例会に参加していただき

ましてありがとうございました。また、多くの差し入れもありがとうございました。  

 

 

 

 


